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1. 最近の免疫学の進歩
最近，いろいろな方面での免疫学の進歩は免疫化学は
別としても，医学に大いなる進歩をもたらしている。ま
ず reagenicantibodyとしてアトピー性疾患の原因と
なる抗体が物として明らかとなり，石坂ら(1966)によ
りIgEと名づけられた。まず石坂らの共同研究に参加
された多田，富岡両君にその後の知見を述べていただい
たが， IgE抗体産生の調節が他の免疫グロプリンと異な
っている点，またレアギン抗体が即時反応にあずかる過
程には mastcellや好塩基球が関与しているなどの事
実など明らかにされた。その他，寄生虫アレノレギーにも 
IgE関与が重視されていることについて小島君よりお話 
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を願った。
遅延型アレJレギーに関する最近の進歩は，やはり臨床
的には移植免疫で臓器移植の成否はこれにかかっている
といって過言ではない。実験例も含めて現在の問題点を
岩崎君に解説願った。最後に岡林教授に謬原病， 白血
病，パンチー症候群などの一連の疾患が感作病のー表現
であるという岡林理論も，ほぼ完成され，臨床家の私ど
もはこれらの疾患の成り立ち論の展開に新たなる感動を
おぼえた。
これらの研究の相互関連の密により，より高度の成果
を期待する次第である。 
1-1. 抗体産生の調節機構
多国富雄(二病)
生体に抗原が侵入すると，ある期間をおいて抗体の急
速な合成が始まり，一定期間持続したのち，ある記憶を
残してその合成は終止する。これを抗体の側からみた一
次免疫反応と呼ぶが， このような動態 (kinetics)が成
立するためには生体の側からは，抗原の認識とその情報
の伝達，対応する蛋白(抗体，そしてその抗原との結合
基の一次および高次構造)の合成，いくつかの異なった
蛋自に属する，しかも結合力 (a田nitγ)の異なった抗体
の順序だった合成とその停止，そして免疫学的記憶の成
立といった複雑な細胞生物学的現象が存在しなければな
らない。演者らはアナフィラキシー性反応に関与する 
IgE抗体の産生とその調節について一連の実験を行な
い，胸腺から由来したリンパ球が， IgE抗体の産生のみ
ならず抑制にも特異的な働らきを持っていることを証明
した。この相反するこつの働らきは同一細胞によって 
mediate されるが， この働らきこそ免疫学的 homeo圃 
stasisの維持に重要な役割を持っていることを述べた。
1--2. レアギンによる細胞障害の機序
富岡玖夫(二内)
アレJレギー性反応の成立には，抗体の的となる細胞 
(target cell)への結合(感作)と，その細胞における
抗原抗体反応にひき続いて起る， multi-stepの代謝過
程を経て， vasoactive amineや SRS-Aなどの化学作
用物質が遊離される諸段階に解析することができる。
演者らは，ヒトのレアギン型抗体の担い手である免疫
グロプリン Eの targetcellは，好塩基球および組織肥
貯細胞であることを証明した。 IgEはその Fu部分で，
これら細胞と結合していると考えられ， IgE抗体と抗原
との結合が， IgE分子の(特に Fu部分)三次構造，四
次構造の変化を引き起し，この変化が引き金となって， 
target cell内の代謝過程一最近 cyclicAMP depend-
entの反応が注目されているーを経て，化学作用物質が
遊離されると考えられる。抗原抗体反応の結果ひき起こ
される細胞内の代謝過程の解析は，アレルギ、一性疾患の
予防，治療に重要であると考えられ， 近年 immuno-
pharmacologyという分野の発展が期待される。
